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国民の食料安全保障の根幹となるコメ。その生産現場を担う稲作経営はとりわ
け厳しい状況に置かれている。酪農家、肥育農家の経営も同様で、離農の動きが
加速している。それぞれの経営収支のデータを基に、今後どのように農家を支え
ていくかが重要になってくる。営農を続けられる道筋を示していくことが、なに
よりも必要である。

■　過剰だからと買いたたき、こんどは足りぬ ?
過剰、過剰と言われたコメが、突如足りないと言い始めた。昨年の猛暑による

減産・品質低下と訪日客の急増による需給ひっ迫と言われるが、猛暑などの異常
気象は頻度が高まっているし、インバウンドも、コロナ前に戻った部分が大きい
のだから、想定外とは言い難い。
根本原因は別にある。過剰在庫を理由に、①生産者には生産調整強化を要請し、

②水田を畑にしたら一時金を支給するとして田んぼ潰しを始め、③農家の赤字補
填はせず、④小売・流通業界も低米価で買いたたくから、米生産が減ってきてい
るのが根底にある。
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■　国内酪農を疲弊させ、輸入で賄う愚
酪農も同じだ。過剰、過剰と言われたが、バターが足りないと言い始めた。昨

年の猛暑による減産のせいだと言うが、根本原因は別にある。過剰在庫を理由に、
①酪農家には減産を要請し、②乳牛を処分したら一時金を支給するとして乳牛減
らしを始め、③酪農家の赤字補填はせず、④小売・加工業界も乳価引上げを渋っ
たため、廃業も増え、生乳生産が減ってきているのが根底にある。
しかも、酪農家を苦しめた失政のツケを、さらに輸入を増やすことで、いっそ

う酪農家を苦しめる形で対応するというのだから、あきれる。輸入を国産に置き
換えて自給率を高めるべきときに、国産を減らさせて輸入で賄うという「逆行政
策」が進んでいる。

■　農家がどれだけ苦しんでいるか
どれだけ、稲作農家が苦しんでいるか。実際に、農水省公表の経営収支統計を

確認すると、農家の疲弊の厳しさに驚く。2022年の段階で、稲作では、全体で、
1年働いて手元に残るお金は1戸平均1万円で、自分の労働への対価は時給にする
と10円にしかならない。
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資料 : 農林水産省「農業経営統計調査」

区分
水田作 

作付
延べ面積

農業 
従事者数 労働時間

経営主の
平均年齢

農業経営収支

計 自営農業 粗収益 経営費 所得
⑦ ⑧ ⑨ = ⑦ - ⑧

(2 ) (3 ) (6 ) (8 ) (1 ) (3 ) (5 )

ａ 人 時間 歳 千円 千円 千円

水田作経営全体 2 7 8 .8 3 .7 6 1 ,0 0 3 6 9 .8 3 ,7 8 3 3 ,7 7 3 1 0

個人経営 2 2 1 .1 3 .5 1 8 8 9 6 9 .8 3 ,0 1 7 3 ,0 4 7 ▲ 3 0

法人経営 3 ,3 1 5 1 7 6 ,9 1 4 6 7 4 4 ,0 5 3 4 2 ,0 0 7 2 ,0 4 6

表　稲作の経営収支（2 0 2 2 年）



個人経営だけの集計だと、所得はマイナス3万円と完全な持ち出しになってい
る。法人経営でも、平均33ヘクタールの経営で、200万円程度の所得しかない。
これでは、誰かが残るどころか総崩れである。
酪農・肉用牛経営も深刻な事態である。酪農経営では、平均で所得はマイナス、

小規模層では、かろうじてプラスだが、もっとも酪農業界を牽引して規模拡大し
てきた平均330頭の大規模層では、赤字が平均で2,000万円を超えている。
肉用牛経営も同様で、平均で所得はマイナス、小規模層では、かろうじてプラ

スだが、もっとも業界を牽引して規模拡大してきた平均1,300頭の大規模層では、
赤字が平均で3,000万円にもなっている。このように、もっとも酪農・肉牛経営
を支えてきた大規模層が最も深刻な赤字にあえいでおり、コメも、酪農・畜産も、
まさに、「総崩れ」の様相を呈している。
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資料 : 農林水産省「農業経営統計調査」

区分 営農類型
規模

農業 
従事者数 労働時間 経営主の

平均年齢
農業経営収支

計 自営農業 粗収益 経営費 所得

(2 ) (3 ) (6 ) (8 ) (1 ) (3 ) (5 )
頭、羽 人 時間 歳 千円 千円 千円

酪農経営 7 0 .9 5 .1 1 8 ,0 8 7 5 8 .0 9 3 ,7 8 9 9 4 ,2 7 7 ▲ 4 8 8
5 0 頭未満 2 8 .9 3 .3 6 4 ,7 0 7 6 2 .1 3 4 ,6 0 4 3 3 ,9 5 3 6 5 1
5 0 ～ 1 0 0 6 6 .2 5 .0 9 7 ,7 1 7 5 5 .1 8 6 ,3 5 8 8 2 ,1 6 6 4 ,1 9 2
1 0 0 ～ 2 0 0 1 2 6 .3 7 .4 0 1 2 ,3 2 0 5 1 .6 1 8 1 ,6 3 5 1 8 6 ,5 5 2 ▲ 4 ,9 1 7

2 0 0 頭以上 3 3 4 .8 1 5 .3 6 3 0 ,0 1 4 5 0 .6 4 4 2 ,8 4 3 4 6 3 ,5 1 1 ▲ 2 0 ,6 6 8

肉用牛経営 6 7 .6 3 .9 2 4 ,2 4 5 6 5 .2 4 3 ,7 6 7 4 4 ,1 5 0 ▲ 3 8 3
2 0 0 頭未満 3 2 .4 3 .5 5 3 ,5 2 0 6 5 .6 2 1 ,3 5 6 2 1 ,2 3 2 1 2 4
2 0 0 ～ 5 0 0 2 8 2 .5 7 .3 3 1 0 ,8 5 2 5 7 .2 2 1 3 ,5 8 5 2 1 1 ,4 7 1 2 ,1 1 4
5 0 0 頭以上 1 ,2 9 9 .4 1 3 .5 1 2 5 ,2 7 6 5 9 .7 7 5 7 ,6 6 0 7 8 7 ,4 3 2 ▲ 2 9 ,7 7 2

表　酪農経営、肉用牛経営の経営収支 (2 0 2 2 年 )



■　果ては有事立法
さらに、政策は十分であり、一部の経営だけでも生き残ればよい、として、こ

の深刻な総崩れの事態を放置して、支援策は出さずに、有事には、強制増産させ
て命令に従わなければ罰則を設ければいい、という政策を進めようとしているこ
との愚かさ、怖さを今こそ認識する必要がある。
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